
平
成
二
十
年
一
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

一

九

号

国
会
議
員
に
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さ
れ
る
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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国
会
議
員
に
渡
さ
れ
る
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

衆
参
合
わ
せ
た
全
国
会
議
員
に
対
し
、
毎
月
百
万
円
の
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
（
以
下
、
「
文
通
費
」
と
い
う
。
）
が
支

給
さ
れ
て
い
る
が
、
「
文
通
費
」
の
法
的
根
拠
及
び
そ
の
使
用
目
的
に
つ
い
て
政
府
、
内
閣
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

政
党
交
付
金
は
使
途
を
報
告
す
る
義
務
が
課
さ
れ
る
一
方
で
、
「
文
通
費
」
に
は
そ
の
使
途
を
報
告
す
る
義
務
は
課
さ
れ

て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
を
政
府
、
内
閣
は
承
知
し
て
い
る
か
。

三

「
文
通
費
」
の
予
算
額
及
び
予
算
項
目
、
そ
し
て
そ
の
積
算
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

「
文
通
費
」
は
、
一
の
使
用
目
的
に
沿
っ
て
活
用
さ
れ
て
い
る
と
政
府
、
内
閣
は
認
識
し
て
い
る
か
。

五

渡
し
き
り
で
使
途
の
報
告
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
「
文
通
費
」
は
、
国
民
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
国
会
議
員
の
特
権
と

映
る
と
考
え
る
が
、
政
府
、
内
閣
は
ど
う
考
え
る
か
。

六

原
油
価
格
の
高
騰
等
を
受
け
た
生
活
諸
費
用
の
高
騰
や
定
率
減
税
の
廃
止
、
そ
し
て
年
金
保
険
料
の
負
担
額
の
増
大
等
、

生
活
に
お
け
る
国
民
の
負
担
が
こ
こ
数
年
増
大
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
国
会
議
員
に
対
し
て
は
、
民
営
の
バ
ス
、
鉄

道
、
地
下
鉄
を
無
料
で
利
用
で
き
、
Ｊ
Ｒ
や
航
空
会
社
の
運
賃
が
公
費
で
支
払
わ
れ
る
等
の
特
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
「
文
通
費
」
に
つ
い
て
は
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
、
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
、
内
閣
の
見

一



解
如
何
。
「
文
通
費
」
は
政
府
、
内
閣
が
直
接
予
算
案
作
成
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
衆
参
両
議
院
の
議
院
運
営
委
員
会

で
概
算
を
し
、
衆
参
両
議
院
よ
り
予
算
要
求
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
予
算
案
作
成
の
過

程
に
お
い
て
も
、
財
務
省
に
お
い
て
厳
し
い
査
定
を
行
う
政
府
、
内
閣
が
「
文
通
費
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る

こ
と
ま
で
は
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
承
知
す
る
。
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
債
務
が
七
百
兆
円
を
超
え
る
と
い
う
、
我

が
国
の
財
政
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
財
政
の
再
建
を
最
大
の
課
題
と
考
え
て
い
る
政
府
、
内
閣
と
し
て
「
文
通

費
」
の
あ
り
方
に
対
し
、
現
在
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


